予算要求資料
平成２９年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：林業振興費
	事業名　新森林文化アカデミーバス整備事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　林政部　岐阜県立森林文化アカデミー　総務課　電話番号：0575-35-2525
E-mail：c21907@pref.gifu.lg.jp

１　事業費　　１０,１９１千円（前年度予算額：    ０千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	10,191
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,191

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・林業短期大学校から引き継いだアカデミー所有の大型バスは平成８年式で、走行距離は15万kmを超えており、故障等安全面での問題が憂慮され、更新時期を過ぎている。
・バスの現状

　　平成８年８月初度登録、大型４１人乗り

走行距離：１７１，３０７ｋｍ（平成２８年９月１日現在）

年間走行距離：８，４７６ｋｍ（平成２７年度）
・現有の大型バスは道幅の狭い山間部の道路や林道を走行できないため、実習地や見学地の選定が限定されている。さらに、後輪駆動のため、未舗装道の走行にも支障が生じている。また、年式が古いためディーゼル車の排出ガス規制により地域によっては走行できず、見学地の選定や運行にも支障をきたしている。

（２）事業内容

・アカデミーでは、林業、林産業に関わる幅広い知識、技術を学んだ上で、現場において高い安全性と経済性を両立できる技術者の養成と、森林や木材に関わる様々な分野で活躍する人材の育成を目指しており、実践教育を中心として教育科目を設定している。
・また、実習時間は全時間数の約６割と非常に多く、バスを利用して県内各地はもとより県外も含め年間約６０日のフィールド実習に取組んでおり、アカデミーが掲げる実践重視の人材育成の理念にとってバスの利用は欠かすことができないものとなっている。
・この人材育成を強化するためのフィールド実習に必要な中型バス（２９人乗り）を整備する。
（３）県負担・補助率の考え方

　　　  森林文化アカデミー運営に関わることのため、県において全額負担することが妥当

（４）類似事業の有無

　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	備品購入費
	9,936
	バスの購入

	役務費
	104
	保険料、納車等各種手数料

	公課費
	151
	自動車重量税、自動車税、自動車取得税

	合計
	10,191
	


	　決定額の考え方　



事業評価調書
	■  新規要求事業

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果

	（事業目標）

林業、林産業に関わる幅広い知識、技術を学んだ上で、現場において高い安全性と経済性を両立できる技術者の養成と、森林や木材に関わる様々な分野で活躍する人材を育成する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	－
	－


	－


	
	
	


○指標を設定することができない場合の理由
	バスの使用はカリキュラムを行うための移動手段であり、短期的な目標設定や数値化できる目標設定をすることには馴染まない。



（前年度の取組）

	年間使用日数　　　　　　６０日
学生　　　　　延べ１，０７６人

教員　　　　　延べ　　１３０人

生涯学習講座　延べ　　　３０人




（前年度の成果）

	・様々なタイプの森林の観察、施業現場の見学、造林・育林作業等の実習、先進的な工場の見学など、現地現物主義を実践する幅広い学習により人材の育成を行った。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	・アカデミーのカリキュラムでは野外実習活動は非常に重要であり、その移動手段としてバスは必要不可欠である。現有の大型バスは更新時期が過ぎており、また、車体の大きさから道幅の狭い山間部の道路や林道を走行できないため、実習地や見学地の選定が限定されていることから、中型バスへの更新が必要。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	・学外の実習・見学を多数行うことにより、学内での講義・実習だけでは得られない教育ができている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○


	・教育効果が最大に得られる実習地・見学地を選定することで事業の効率化が図られている。


（今後の課題）

	・新たな実習地・見学地を掘り起こすとともに、バスの効率的な運用が図られるカリキュラムの構築が必要である。


（次年度の方向性）
	・現有の大型バス同様、カリキュラムの中での野外実習活動により、即戦力となる人材育成、教育を実践していくうえで必要となるもの。
・更新バスの機動力を活用し、より効果的な見学地・実習地を訪れることで、現地現物主義の学習をさらに充実させる。


別紙２－１








